「イモリ大好き」　　家族礼拝　2008年11月23日　雅歌４：７

みんな“イモリ”って知ってますか？ ヤモリっていうのは壁にくっついたりしているんだけど、イモリっていうのは水の中にすんでいます。お腹のところが赤くなっているんですよ。
１．「ボクはA太郎、イモリが大好きなんだ！ ちょっと変わってるって言われることもあるけど、かわいいんだから仕方ないじゃん。
今日も元気で泳いでいるなぁ～。この水槽を洗ったり、エサをやったり、色々とすることがあるけど、
　かわいいイモリが元気でいてくれることが一番さ。」

２．A太郎くんはイモリが大好きですけど、ママは違うみたい・・・。

「言っておきますけど、あたしはイモリが大嫌いよっ！ A太郎はちょっと変わっているどころか、

だいぶ変わってるわ。あんな気持ち悪いトカゲみたいなお腹の赤い生き物の、どこがかわいいのよ。
ちょっとそこのイモリ、こっちを見ないでよっ！！」

３．そんなある日のことです。何だかイモリの様子がおかしいですねぇ・・・。
「あれ、どうしたんだろう？ 体に何かできてるみたいだ･･･。元気もないし。もしかして病気・・・」

４．「あらあら、病気になっちゃったのね。まあちょっとはかわいそうって気もするけど、このまま死んじゃっても仕方ないわねぇ。あたしとしても、あの気持ち悪いのとオサラバできて、スッキリだわ。」
５．A太郎「死なないでおくれ、死なないでおくれよっ！」

A太郎くんは薬を買ってきて、必死になって看病しています。苦しんでいるイモリのことを思うと、

涙が出てくるのです。

そんなA太郎くんを見て、ママはショック。だって、A太郎くんがここまでイモリのことを愛してるなんて、ママは思ってもみなかったのですから。
６．「あたしは何てヒドイことを考えていたのかしら。自分が恥ずかしいわ･･･。ごめんねA太郎、そしてごめんねイモリちゃん･･･。ヒドイ私をゆるしてね。せめてイモリちゃんが元気になるように、あたしはお祈りをするわ･･･」
７．そのときママの心の中に、聖書のみことばが響いてきました。

「愛する人よ。 君のすべてが美しい。」雅歌４：７（リビングバイブル）

ちょっと気持ちの悪いイモリのことを、A太郎くんは心から愛しました。私たちはイモリじゃないんだけど、

それほど立派な人間でもありません。

でも神様はそんな私たちを愛してくださり、イエス様をお与えになって、罪を赦してくださいました。

そして私たちのことを「愛する人よ、君のすべてが美しいよ」と声をかけてくださるのです。

８．A太郎「ママ、ボクのイモリがすっかり元気になったよ。お母さんのお祈りのおかげかな？」

　　ママ　「A太郎、ママは今回のことを通して、神様の愛がよく分かったわ。でも、正直言うと、まだ今でもちょっとイモリちゃんのことは気持ち悪いような感じがするけど･･･。

でもちょっとだけイモリちゃんが好きになれそうな気がするわ。」
神様の愛は、本当に素晴らしいですね。大事なことが分かりましたね、めでたしめでたし。　　おしまい。
